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地
方
・
産

別
退
連
の

事
務
局
長

の
皆
さ
ん
、

日
頃
か
ら

退
職
者
連
合
の
運
動
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
日
は
、
昨
年
の
７
月
総
会
以

降
に
取
り
組
ん
だ
課
題
に
つ
い

て
ご
報
告
し
、
同
時
に
各
地
域
、

産
別
の
状
況
に
つ
い
て
交
流
す

る
と
と
も
に
意
思
統
一
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

２
月
６
日
に
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア

で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、
す
で

に
４
万
人
以
上
が
亡
く
な
ら
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
連
合
と

連
携
し
な
が
ら
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
も
カ
ン

パ
袋
を
回
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は

４
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
第
８
波

が
収
ま
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
、
政

府
は
５
月
の
連
休
明
け
に
は
５

類
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
高
齢
者
は

非
常
に
死
亡
率
が
高
く
、
引
き
続

き
そ
れ
ぞ
れ
が
注
意
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
体
制
の
確
立
を

求
め
、
政
府
、
自
治
体
と
し
て
の

対
応
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
進
攻
で
多
く
の
方
が

亡
く
な
り
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
も

破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
核
兵
器
の

使
用
も
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

兵
器
の
供
給
が
続
い
て
お
り
早

期
の
停
戦
は
見
通
せ
な
い
厳
し

い
状
況
で
す
が
、
や
は
り
国
連
中

心
に
停
戦
を
目
指
す
こ
と
が
必

要
で
す
。 

 

211
回
通
常
国
会
が
開
か
れ
て

い
ま
す
が
、
岸
田
首
相
は
安
倍
元

首
相
の
国
葬
、
防
衛
費
の
２
％
問

題
な
ど
、
国
民
が
求
め
て
い
な
い

こ
と
を
次
々
と
実
行
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
当
初
言
っ
て
い
た
金

融
所
得
課
税
と
か
「
異
次
元
の
少

子
化
対
策
」
な
ど
は
み
な
腰
砕
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
の
補
欠

選
挙
、
統
一
地
方
選
挙
で
野
党
が

頑
張
り
、
政
治
の
流
れ
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

退
職
者
連
合
は
、
今
後
も
政
策

制
度
要
求
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

  

 
 

２
０
２
３

春
季

生
活
闘
争
は
、
構

造
的
な
賃
上
げ

を
目
指
す
中
で

５
％
程
度
と
い

う
数
値
を
確
認
し
ま
し
た
。
今
週

か
ら
各
単
組
の
要
求
が
出
そ
ろ

い
、
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
賃
上

げ
の
機
運
を
作
り
、
単
組
が
得
た

成
果
を
労
組
が
無
い
職
場
に
も

広
げ
る
た
め
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

 

国
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

予
算
案
も
税
制
改
正
法
案
も
、
物

価
高
で
苦
し
む
国
民
、
中
小
企
業

に
寄
り
添
っ
た
内
容
に
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
閣
議
決
定

さ
れ
た
防
衛
３
文
書
も
国
民
に

は
説
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
ア

ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
の
連
携
に

基
づ
く
地
域
の
安
定
」、
専
守
防

衛
、
シ
ビ
リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

な
ど
連
合
の
基
本
的
な
考
え
方

に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

４
月
に
は
い
よ
い
よ
統
一
地

方
選
が
あ
り
ま
す
。
連
合
推
薦
候

補
全
員
の
当
選
に
向
け
て
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

山
根
木
連
合
副
事
務
局
長 

あ
い
さ
つ 
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全国事務局長会議を開催 

 2月15日（水）、退職者連合は全国事務局長会議を開催しました。

当日は、この間各県で取り組まれてきた「自治体要請」の状況、お

よび2020年から始まった「ジェンダー平等推進計画」の進捗状況の

中間報告が行われ、「第 211 回通常国会に向けた要求」「組織拡

大・強化の取り組み」について協議しました。 

また、現役ケアマネの千葉明子さんを講師にお招きし、「介護保

険制度・現場では」というテーマで学習会を行いました。 

2月 15日（水） 連合会館大会議室 

人
見
会
長
あ
い
さ
つ 



2023 年 2 月 20 日（月）                        ふれあい情報 第 358 号 (2） 

 

   
議
事
に
入
り
、
最
初
に
各
自
治

体
へ
の
政
策
制
度
要
求
、
お
よ
び

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
の

進
行
状
況
に
つ
い
て
野
田
事
務

局
長
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

22
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に

あ
っ
て
、
計
388
件
の
要
請
行
動

が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

前
ま
で
は
戻
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
各
県
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
た

要
請
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
20
年
に
策
定
さ
れ
た

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
計
画
」

で
は
、
５
か
年
計
画
で
「
各
組
織

で
運
動
方
針
に
明
記
」「
女
性
参

画
率
30
％
」
を
目
指
す
と
し
て

い
ま
す
。
運
動
方
針
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
掲
げ
る
組
織
は
着
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

    

続
い
て
早
川
副
事
務
局
長
か

ら
今
次
国
会
に
向
け
た
政
策
制

度
要
求
の
提
起
が
あ
り
、
異
常
な

補
正
予
算
や
巨
額
の
予
備
費
計

上
、
総
額
あ
り
き
の
防
衛
費
な
ど
、

財
政
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
多

く
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
あ

り
方
」「
被
用
者
年
金
加
入
者
の

拡
大
・
拠
出
期
間
の
延
長
」「
応
能

負
担
の
あ
り
方
」
「
物
価
対
策
」

「
温
暖
化
防
止
」「
税
制
」「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
」
な
ど
要
求
項
目
に
沿
っ

て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

    

組
織
拡
大
に
つ
い
て
は
、
総
会

で
確
認
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
則
し
、
草
野
副
事
務
局
長

か
ら
退
連
HP
へ
の
寄
稿
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
経
験
交
流

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
の
大
山

会
長
か
ら
、
全
体
の
組
織
状
況
、

地
方
組
織
の
多
様
な
実
態
や
現

役
と
の
共
同
歩
調
の
取
り
方
、
数

値
目
標
の
設
定
、
個
人
加
盟
、
二

重
加
盟
の
工
夫
な
ど
貴
重
な
ご

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
質
疑
に
移
り
、
「
組
織

拡
大
に
つ
い
て
は
現
役
の
協
力

が
不
可
欠
」「
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
問
題
」「
物
価
高
騰
へ
の
対

応
」「
統
一
地
方
選
の
重
要
性
」

「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
あ
り
方
」

「
不
景
気
の
中
で
の
増
税
の
是

非
」
な
ど
、
多
く
の
論
点
に
つ
い

て
予
定
時
間
を
越
え
て
熱
心
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

                                

当面の課題をめぐり立憲民主党と意見交換 

 2月 8日、日本退職者連合は当面の課題をめぐ

って立憲民主党との意見交換を行いました。立憲

民主党からは、長妻昭政調会長、早稲田ゆき、小

川淳也、中島克仁、川田龍平議員が、退連からは

人見会長、大山、田村副会長、川端、操谷、畠山

常任幹事ほか事務局が参加しました。 

 人見会長のあいさつに続いて早川副事務局長

が予算編成のあり方、医療・介護保険制度、ジェ

ンダー平等に絞って問題提起を行いました。 

 長妻政調会長からは、「国会議員になって25年

になるが、今ほど財政がめちゃくちゃな時はな

い。去年の補正予算では8.9兆円も基金に積んで

いる。国会の議決なしで使える予備費も巨額にな 

っている。本来緊急時のための仕組みがそうでなく

なり、無駄使いの温床になり果てた。国会でも追求

していく」「防衛費を GDP2％へと言っているが子

育て予算が1.79％で、防衛費が上回る国はG7の中で

アメリカしかない」「夫婦別姓など LGBT に関する 3

法案については、今国会で何とか前に進めたい」など

の発言がありました。 

 川田議員からは「ジェンダー平等を進めることが

マイノリティをめぐる社会状況を変える突破口に

なる」との発言があり、退連の大山副会長からは「要

介護 1・2 が総合事業に移行すると在宅介護は崩壊

する」など、介護保険の今後について懸念が表明さ

れました。 

2 月 8 日（水） 参院議員会館 

左から中島克仁、早稲田ゆき、長妻昭衆院議員、川田龍平参院議員 

小川純也衆院議員もこの後に参加 

前列左から田村、大山副会長、人見会長、野田事務局長、早川副事務局長 

後列左から操谷、畠山、川端常任幹事、大内副事務局長 

コ
ロ
ナ
禍
の
中 

回
の
要
請
行
動
を
実
施 

23
年
通
常
国
会
に
向
け
た

政
策
制
度
要
求 

組
織
拡
大
の
経
験
交
流
と 

HP
へ
の
寄
稿
の
お
願
い 


